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　第 1 図は，1988 年 2 月に実施した鴨川から勝浦験潮場を経て八日市場にいたる路線の上下
変動である。なお，1986，11 ～ 87，1 と 1987，11 ～ 12 の勝浦験潮場～八日市場間のデー
タは，千葉県の観測によるものである。1987 年 12 月 17 日千葉県東方沖地震の震源に最も近
い一宮付近に約 1cm の沈降が見られる。又，茂原付近に隆起域が現れている。
　第 2 図は，三鷹菱形基線測量結果である。多少のばらつきはあるものの，平均的には南北縮
みと東西伸びが卓越している。
　第 3，4 図は，日野及び鹿野山精密変歪測量結果である。共に，北北西－南南東の縮みが卓
越している。
　第 5，6 図は，館山地殻活動観測場における歪観測結果である。1988 年 8 月 12 日と 9 月 26
日の 2 個の千葉県東方沖地震による coseismic な変動が見られるほかには目だった変化は認め
られない。
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第 1 図　鴨川～勝浦～八日市場間の上下変動

Fig. 1　Level changes along the route from Kamogawa to Yokaichiba via. Katsuura.
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第 2 図　三鷹菱形基線測量結果

Fig. 2　Results of precise distance measurements in the Mitaka rhombus baselines.
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第 3 図　日野精密変歪測量結果

Fig. 3　Results of precise distance measurements in the Hino radial baselines.
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第 4 図　鹿野山精密変歪測量結果

Fig. 4　Results of precise distance measurements in the Kanouzan radial baselines.
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第 5 図　館山地殻活動観測場における歪変化（日平均値）

Fig. 5　Temporal variation in crustal strains observed at Tateyama (daily means).
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第 6 図　館山地殻活動観測場における歪変化（月平均値）

Fig. 6　Temporal variation in crustal strains observed at Tateyama (monthly means).
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